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稲
葉　

剛
治

問　

若
者
世
代
が
「
考
え
る
事
、

創
る
事
、
提
案
す
る
事
が
出
来
る

機
会
」
の
創
出
に
つ
い
て
。

答
市
長　

若
い
方
た
ち
自
ら
が
積

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

企
画
提
案
し
て
い
く
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
若
い
方

達
か
ら
の
提
案
が
あ
っ
た
場
合
、

で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　

若
者
を
は
じ
め
市
民
に
意
見

を
募
集
す
る
よ
う
な
コ
ン
ペ
方
式

の
よ
う
な
事
は
出
来
な
い
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

市
民
活
動
団

体
と
市
が
協
働
し
て
課
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
「
協
働
事
業
提
案

制
度
」
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
の
活
用
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

◆
災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の

対
策
に
つ
い
て

問　

災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者

へ
の
対
策
状
況
、今
後
に
つ
い
て
。

答
市
民
生
活
部
長　

食
品
衛
生
法

等
に
定
め
ら
れ
た
食
品
表
示
が
さ

れ
て
い
る
備
蓄
食
料
を
購
入
す
る

等
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
の
避
難

生
活
に
配
慮
し
て
い
く
。
一
方
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
多
種
多
様
で

あ
り
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
が
、

自
ら
の
症
状
と
摂
取
す
る
食
物
に

対
す
る
リ
ス
ク
管
理
を
し
て
頂
く

事
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

齋
藤　

詔
治

問　

今
日
の
経
済
不
況
・
先
の
見

え
な
い
社
会
状
況
で
す
。
今
は
大

き
な
建
物
を
造
る
よ
り
、
先
ず
市

民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
大
事
で

す
。
予
定
し
て
い
る
新
庁
舎
規
模

８
２
０
０
㎡
を
4
千
㎡
ほ
ど
、
概

算
事
業
費
35
億
円
を
17
億
円
に
縮

小
し
て
は
如
何
か
。

　

安
心
・
安
全
・
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
行
政
執
行
者
と

し
て
、再
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
市
長　

当
市
と
し
て
は
、
基
本

構
想
に
示
し
た
新
庁
舎
建
設
が
最
善

の
策
で
あ
り
、
建
設
推
進
に
は
、
将

来
に
わ
た
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
抑
制
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◆
美
南
小
学
校
建
設
外
構
工
事
の

入
札
不
調
は
如
何
し
た
の
か

問　

本
年
８
月
、
10
月
、
11
月
に

行
わ
れ
た
一
般
競
争
入
札
は
、
全

体
２
社
の
み
の
参
加
で
不
調
。
そ

の
後
３
つ
の
工
区
に
て
の
分
離
入

札
は
、
１
工
区
再
不
調
等
。
な
ぜ

こ
ん
な
結
果
に
な
る
の
か
。
市
民

の
税
金
で
実
施
す
る
の
で
あ
る
。

公
正
で
公
平
な
入
札
で
あ
っ
た
の
か
。

答
教
育
部
長　

工
事
の
設
計
は
国

県
等
の
単
価
を
基
に
積
算
し
た
適

正
な
設
計
単
価
で
あ
り
、
広
告
や

適
正
な
見
積
期
間
の
確
保
等
、
適

正
な
事
務
処
理
の
結
果
と
認
識
。

伊
藤　

正
勝

問　

江
戸
川
、
中
川
、
大
場
川
。

国
の
予
算
で
整
備
が
進
む
。
こ
れ

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
。
江

戸
川
は
堤
防
強
化
の
た
め
、
全
面

的
に
の
り
面
が
2
倍
以
上
に
拡
幅

さ
れ
る
。
深
井
新
田
に
は
「
県
の

森
」
と
し
て
５
５
０
本
の
植
樹
。

企
業
の
協
賛
で
別
途
１
千
本
の
ど

ん
ぐ
り
の
苗
木
も
。
こ
の
機
会
に

堤
防
全
体
を
森
や
林
に
す
る
夢
を

描
い
て
、
一
歩
先
ん
じ
て
踏
み
出

し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　

植
林
や
管
理
に
つ
い
て

は
地
元
が
協
力
し
て
育
て
、
で
き

る
だ
け
自
然
に
ち
か
い
形
で
と
い

う
考
え
だ
。
吉
川
市
域
だ
け
で
も

８
キ
ロ
。
市
と
し
て
も
民
間
の
活

用
や
地
域
の
協
力
で
進
め
て
い
け

れ
ば
と
考
え
る
。今
後
の
課
題
だ
。

問　

新
庁
舎
建
設
。
取
り
組
み
の

基
本
的
考
え
を
確
認
し
た
い
。

答
総
務
部
長　

３
月
ま
で
に
基
本

計
画
案
を
策
定
。
そ
の
後
再
度
市

民
の
意
見
を
求
め
、
基
本
計
画
を

も
と
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
。

26
年
度
に
着
工
。
28
年
度
竣
工
に

向
け
準
備
す
る
。
ま
ず
庁
舎
の
位

置
、
ス
ペ
ー
ス
や
本
来
の
役
割
を

踏
ま
え
た
配
置
。
そ
の
上
で
議
会

棟
を
含
め
、
多
目
的
な
利
用
に
つ

い
て
も
、
夜
間
、
休
日
の
活
用
も

視
野
に
総
合
的
に
検
討
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。

加
藤　

克
明

問　

吉
川
駅
前
や
駅
周
辺
の
歩
道

は
、
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
や
目
の
不
自

由
な
方
の
た
め
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

に
段
差
が
あ
る
。
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
早
期
の
段
差
解
消
を
。

答
都
市
建
設
部
長　

駅
前
や
駅
周

辺
は
景
観
に
配
慮
し
た
平
板
ブ
ロ

ッ
ク
を
活
用
し
た
歩
道
整
備
を
し

て
お
り
、
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
や
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
は
構
造
的
に
経
年
劣
化

な
ど
に
よ
り
、
段
差
や
ガ
タ
つ
き

な
ど
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
支

障
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
12

月
末
ま
で
に
補
修
を
し
て
い
く
。

◆
中
川
河
川
改
修
に
つ
い
て

問　

中
川
河
川
改
修
に
伴
う
多
目

的
広
場
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
計

画
は
。

答
都
市
建
設
部
長　

以
前
よ
り
江

戸
川
河
川
事
務
所
に
広
場
と
し
て

整
備
要
望
を
行
っ
て
き
た
。
他
に

も
、
階
段
や
傾
斜
路
、
歩
道
や
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
、
速
度
、

徐
行
な
ど
の
注
意
喚
起
の
看
板
、

防
犯
灯
の
設
置
な
ど
要
望
は
把
握

し
て
い
る
。
現
在
、
堤
防
工
事
が

行
わ
れ
、
完
成
後
の
旧
堤
防
の
撤

去
や
河
道
の
掘
削
は
整
備
状
況
を

見
て
行
う
た
め
、
整
備
時
期
は
未

定
。河
川
敷
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

整
備
状
況
を
常
に
把
握
し
、
適
正

な
時
期
に
調
整
し
て
い
く
。

若
者
世
代
が
参
加
で
き
る

「
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て

吉
川
駅
前
及
び
駅
周
辺
の

歩
道
の
段
差
解
消
を

吉
川
市
役
所
建
設
は
最
小
限
の
床
面

積
と
し
、
少
な
い
金
額
に
再
検
討
を

江
戸
川
堤
防
を

　
　
　
「
森
と
林
」
に

経年劣化による段差の解消を




